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1．研究の背景と目的 

1.1 研究の背景 

 高齢化の進行に伴い、摂食嚥下障害に罹患している高齢者の増加が認められている。そして、入所施設に入所してい

る介護保険利用者は、摂食嚥下障害を抱えていることが多い。 

昨今ミールラウンドが周知され摂食嚥下障害の対応が全国で盛んとなっている。介護保険には経口維持加算、医療保

険には在宅歯科栄養サポートチーム等連携指導料が設定され保険算定可能となり、多くの入所施設で実施がされるよ

うになってきている。 

1.2 研究の目的と意義 

 ミールラウンドは介護保険施設の入所者に実施されているが、デイサービスなど通所施設では実施されていない。そこでまずは

現状のデイサービス利用者におけるミールラウンドのニーズの調査を行い，今後の対応を検討する。 

2．研究対象 

2.1.選択基準 

2025年12月にデイサービスを提供しているA通所施設を利用している介護保険利用者。 

A事業所には管理栄養士と言語聴覚士が所属し，併設している入所介護施設ではミールラウンドを実施している。 

2.2.除外基準 

以下のいずれかに抵触する者は本研究に組み入れないこととする 

1） 研究責任者が研究対象者として不適当と判断した利用者 

 

2.3 代諾者による同意が必要な研究対象者とその理由 

 2.3.1 インフォームド・アセントを得る場合の手続き等 

本研究は、新たに試料・情報を取得することはなく、既存情報のみを用いて実施する学術研究であるため、研究対象

者から文書または口頭による同意は得ない。研究についての情報を研究対象者に公開（病院内に掲示又は病院ホーム

ページへの掲載）し、研究が実施されることについて、研究対象者が拒否できる機会を保障する。  

なお、公開する情報は、以下の内容を含むものとする。  

1) 試料・情報の利用目的及び利用方法  

2) 利用する試料・情報の項目  

3) 利用する者の範囲  

4) 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名又は名称  

5) 研究対象者の求めに応じて、研究対象者が識別される試料・情報の利用を停止すること及びその求めを受け付け

る方法  

6) 研究計画書及び研究の方法に関する資料を入手又は閲覧できる旨（他の研究対象者の個人情報及 び知的財

産の保護等に支障がない範囲内に限られる旨を含む。）並びにその入手・閲覧の方法 

3．研究の方法 

3.1 研究の種類・デザイン 



2019年 7月 22日  計画書   Ver.1.0 

- 4 - 

 

観察研究(横断研究)  

3.2 研究のアウトライン 

ミールラウンド実施への同意取得→ミールラウンドの実施 

→オプトアウトによる研究への同意取得→適格性の確認→登録 

 

3.3 試験薬の投与方法/試験機器の使用方法 

特に規定しない 

 

3.4 併用薬(療法)についての規定 

特に規定しない 

 

3.5 減量および休薬のついての規定 

特に規定しない 

 

3.6 個々の研究対象者に関する中止基準 

研究責任(分担)者は、次に挙げる理由で個々の研究対象者について研究継続が不可能と判断した場合には、当該研

究対象者について研究を中止する。その際は、必要に応じて中止理由を研究対象者に説明する。また、中止後は研究

対象者の不利益とならないよう、誠意を持って対応する。 

1)研究対象者から研究参加の辞退の申し出や同意の撤回があった場合 

2)登録後に適格性を満足しないことが判明した場合 

3)有害事象により研究の継続が困難な場合 

4)研究全体が中止された場合 

5)その他の理由により、研究者が研究を中止することが適当と判断した場合 

 

3.7 研究対象者の研究参加予定期間 

同意取得後から研究発表まで 

 

3.8 試験薬(試験機器)の概要 

特に規定しない 

 

3.9 症例登録、割付方法 

研究責任者あるいは研究分担者は、 

１）オプトアウトによる同意を取得する。 

２）同意撤回、中止、脱落等が生じた時は、速やかに研究事務局に報告する。 
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4．観察・検査項目とスケジュール 

研究対象者背景 

 A 通所施設にてデイサービスを受けている高齢者 

 

5. 有害事象の評価・報告 

5.1 有害事象の定義 

有害事象とは、試験薬との因果関係の有無に限らず、研究期間中に発生した、あらゆる好ましくない、あるいは意図し

ない兆候（臨床検査値の以上も含む）、症状、または病気のことである。 

重篤な有害事象または重篤な副作用（有害反応）とは、これらのうち、死亡に至るもの。生命を脅かすもの。治療 

 のために入院若しくは入院・加療期間の延長が必要なもの、永続的若しくは重大な障害・機能不全に陥るもの、先 

 天異常をきたすもの、又はその他重大な医学的事象をいう。 

 

5.2 重篤な有害事象の報告 

研究責任者は、研究期間中に重篤な有害事象が発生した場合には速やかに病院長に報告する。また、研究終了（中

止）後に発生した本研究との関連性が疑われる重篤な有害事象についても、速やかに病院長に報告する。また、研究

責任者は、毎年一回、研究の進捗状況並びに有害事象の発生状況を病院長に報告をする。 

 

5.3 予測される有害事象 

特に規定しない 

 

5.4 有害事象の評価 

有害事象の程度を CTCAE v4.0-JCOG に準じて判定する。 

 (URL: http://www.jcog.jp/doctor/tool/ctcaev4.html） 

 

グレード 1 軽症；症状がない，又は軽度の症状がある；臨床所見又は検査所見のみ；治療を要さない 

グレード 2 中等症；最小限／局所的／非侵襲的治療を要する；年齢相応の身の回り以外の日常生

活動作の制限＊ 

グレード 3 重症又は医学的に重大であるが，ただちに生命を脅かすものではない；入院又は入院期間

の延長を要する；活動不能／動作不能；身の回りの日常生活動作の制限＊＊ 

グレード 4 生命を脅かす；緊急処置を要する 

グレード 5 有害事象による死亡 

＊ 身の回り以外の日常生活動作とは食事の準備，日用品や衣服の買い物，電話の使用，金銭の管理等をさす。 

＊＊ 身の回りの日常生活動作とは入浴，着衣・脱衣，食事の摂取，トイレの使用，薬の内服が可能で，寝たきりではない状

態をさす。 
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関連性の定義(関連あるかもしれない、関連ありを副作用とする) 

カテゴリー 定義 

関連なし 
プロトコール治療との因果関係はなく、原病の増悪、合併症、他の薬剤・

治療等で明らかに説明できるもの 

関連あるかもしれない 
プロトコール治療との因果関係が考えられるが、原病の増悪、合併症、

他の薬剤・治療等でも説明できる 

関連あり 
プロトコール治療との因果関係は明らかで、原病の増悪、合併症、他の

薬剤・治療等では説明できないもの 

 

予測性の判定 

有害事象の予測性は、以下に分類される。 

①予測できない（未知） 

当該事象等の発生、あるいは発生数、発生頻度、発生条件等の発生傾向が当該試験薬／試験機器に関する公式

文書（添付文書や論文等）から予測できないもの 

 

②予測できる（既知） 

当該事象等の発生、あるいは発生数、発生頻度、発生条件等の発生傾向が当該試験薬／試験機器に関する公式

文書（同上）から予測できるもの 

 

6. 研究に参加することによる利益及び不利益 

6.1 研究に参加することによる利益 

地域での認知症患者の受け入れ態勢が整えられる 

 

6.2 研究に参加することによる不利益 

特に規定しない 

 

7．研究の終了、中止、中断 

7.1 研究の終了 

 研究の終了時には、研究責任者は速やかに研究終了報告書を病院長に提出する。 

 

7.2 研究の中止、中断 

研究責任者は、以下の事項に該当する場合は研究実施継続の可否を検討する。 

１）研究対象者のリクルートが困難で、予定症例を達成することが到底困難であると判断されたとき。 

２）予定症例数または予定期間に達する前に、研究の目的が達成されたとき。 

３）治験及び人を対象とする医学系研究等倫理審査委員会(以下倫理審査委員会と略す)から実施計画等の変更の

指示があり、これを受入れることが困難と判断されたとき。 
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8. 目標症例数と研究期間 

8.1 目標数と設定根拠 

  当日参加人数40人の７割である28人 

 

8.2 研究期間 

登録期間：倫理審査委員会承認後～2027年3月31日 

研究期間：倫理審査委員会承認後～2027年3月31日 

 

9．エンドポイントの定義 

主評価項目：EAT-10結果 

副評価項目：要介護度MNA-SF、BMI、食事形態、水分粘性、 

 

10．統計的事項 

ｔ検定 

 

11．倫理的事項 

11.1 遵守すべき諸規則  

 本研究に関係するすべての研究者は、「ヘルシンキ宣言」（最新版）及び「人を対象とする医学系研究に関する倫理

指針」（2014 年 12 月 22日）に従って本研究を実施する。 

 

11.2 研究実施計画書等の承認・変更、改訂 

研究責任者は、あらかじめ研究計画書等を病院長へ提出し、研究の実施に関して倫理審査委員会の承認及び病

院長の許可を得る。また、研究実施計画書等の変更又は改訂を行う場合は、速やかに定められた作業手順にしたがっ

て病院長に改訂版を提出し、倫理審査委員会の承認および病院長の許可を得る。 

 

11.3 実施計画書からの逸脱について 

 研究責任者または研究分担者は、倫理審査委員会の事前の審査に基づく病院長の承認を得る前に、研究実施計

画書の研究内容から大きく逸脱する、あるいは大幅な研究計画の変更を行ってはならない。 

研究責任者または研究分担者は、緊急回避等のやむを得ない理由により、倫理審査委員会の事前の承認を得る前

に、研究実施計画書からの逸脱あるいは変更を行うことができる。その際には、研究責任者または研究分担者は、逸脱

または変更の内容および理由ならびに研究実施計画書等の改訂が必要であれば、その案を速やかに倫理審査委員会

に提出し、研究代表者(多施設研究の場合)、倫理審査委員会および病院長の承認を得るものとする。 

研究責任者または研究分担者は、研究実施計画書からの逸脱があった場合は、逸脱事項をその理由とともに全て
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記録し、研究責任者は研究グループで定めた規定に従い適切に対処すること。研究責任者は、これらの記録を保存し

なければならない。 

11.4 説明と同意（インフォームド・コンセント） 

 倫理審査委員会で承認の得られた同意説明文書を患者に渡し、文書及び口頭による十分な説明を行い、研究対

象者の自由意思による同意を文書で得る。同意文書は2部コピーし、1部は研究対象者本人又は代諾者に手渡し、1

部は施設が保管する。原本はカルテに保管する。 「研究対象者の同意に影響を及ぼすと考えられる有効性や安全性

等の情報が得られたときや、研究対象者の同意に影響を及ぼすような実施計画等の変更が行われるときは、速やかに

研究対象者に情報提供し、研究等に参加するか否かについて研究対象者の意思を予め確認するとともに、事前に倫

理審査委員会の承認を得て同意説明文書等の改訂を行い、研究対象者の再同意を得る。 

 

11.5 個人情報の保護 

 研究実施に係る試料等を取扱う際は、研究対象者の個人情報とは無関係の番号を付して、対応表を作成し、連結

可能匿名化を行うことで研究対象者の秘密保護に十分配慮する。対応表は研究責任者が管理する。研究の結果を

公表する際は、研究対象者を特定できる情報を含まないようにする。 

 

11.6 研究対象者等及びその関係者からの相談等への対応 

 研究対象者又は関係者から本研究に関する相談を受ける窓口を研究グループ内に設置する。なお、本研究に関する

事項については、研究者が適切に対応するが、本研究に関連したその他の問い合わせ（例：診療情報等の開示請求等）

については、院内の関係部門へ連絡調整を行う。相談窓口は説明文書に記載する。 

 

11.7 個々の研究対象者における研究によって得られた検査結果の取扱い(ある場合のみ記載) 

 研究対象者及び代諾者より嚥下造影検査の結果説明の希望がある場合には、研究対象者分の検査結果を開示す

る。 

 

11.8 研究対象者に緊急かつ明白な生命の危機が生じている状況における研究の実施(該当する場合のみ記載) 

 該当しない 

 

12．研究の費用負担  

12.1 研究の資金源等、研究機関の研究に係る利益相反及び個人の収益等、研究者等の研究に係る利益相反に

関する状況 

 本研究はすべて通常の健康保険による診療内で実施されるため、費用については通常診療同様、病院負担にて実

施する。また、本研究の計画・実施・報告において、研究の結果及び結果の解釈に影響を及ぼすような「起こりえる利益

の衝突」は存在しない。また、研究の実施が研究対象者の権利・利益をそこねることはない。 
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12.2 研究対象者の費用負担 

 本研究で用いる費用は令和7年度香川県介護人材確保事業「介護支援専門員等口腔ケアの質の向上及

び研修支援事業」から拠出され、研究対象者の費用負担が発生することはない。 

 

12.3 健康被害に対する補償 

 特に規定しない 

 

13．試料・情報の保管、廃棄および二次利用について 

13.1 試料・情報の保管と廃棄について 

 研究責任者は、本研究で得られたアンケート結果を集計後に廃棄する。 

研究責任者は、定めたれた保管方法に従って研究担当者等が情報等（研究に用いられる情報及び当該情報に係

る資料）を正確なものにするよう指導し、情報等の漏えい、混交、盗難、紛失等が起こらないよう必要な管理を行う。本

研究で得られた情報等は、三豊総合病院企業団歯科保健センターの施錠できるキャビネットに保管する。保管期間は、

当該研究の結果の最終の公表について報告された日から 10年を経過した日とする。保管期間終了後は、紙媒体に関

してはシュレッダーで裁断し廃棄する。その他媒体に関しては、匿名化のうえ適切な方法で廃棄する。 

 

13.2 試料・情報の二次利用について 

 本研究で得られた研究対象者の試料・情報は、同意を受ける時点では特定されない将来の研究のために用いる可能

性がある。その場合には、改めて研究計画書を作成し、倫理審査委員会の審査を経て承認を受け実施する。また、他

の研究機関に試料・情報を提供する場合は、病院長に報告し、匿名化した上で提供する。 

 

14．研究の登録 

 研究責任者は、公開データベースに当該研究の概要をその実施に先立って登録し、研究計画書の変更及び研究の

進捗に応じて適宜更新する。研究を終了したときは、遅滞なく、当該研究の結果を登録する。また、結果を公表する際

は、研究対象者等及びその関係者の人権又は研究担当者等及びその関係者の権利利益の保護のために必要な措

置を講じた上で行う。結果の最終の公表を行ったときは、遅滞なく病院長へ報告する。 

登録する公開データベースは、大学病院医療情報ネットワーク（UMIN-CTR）とする。 

 

15．研究機関の長への報告内容及び方法 

（1）進捗状況等の報告 

研究責任者は、少なくとも年に 1 回、研究の進捗状況及び研究の実施に伴う有害事象の発生状況を病院長に文

書で報告する。 

（2）重篤な有害事象の報告 

研究責任者は、侵襲を伴う研究の実施において重篤な有害事象の発生を知った場合は、速やかにその旨を病院長に
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報告する。 

（3）研究の倫理的妥当性若しくは科学的合理性を損なう事実等の情報を得た場合 

研究責任者は、研究の倫理的妥当性若しくは科学的合理性を損なう事実若しくは情報又は損なうおそれのある情報

であって、研究の継続に影響を与えると考えられるものを得た場合は、遅滞なくその旨を病院長に報告する。 

（4）研究の実施の適正性若しくは研究結果の信頼を損なう事実等の情報を得た場合 

研究責任者は、研究の実施の適正性若しくは研究結果の信頼を損なう事実若しくは情報又は損なうおそれのある情

報を得た場合は、速やかにその旨を病院長に報告する。 

（5）研究終了（中止の場合を含む、以下同じ。）の報告 

研究責任者は、研究を終了したときは、その旨及び研究の結果概要を文書により遅滞なく病院長に報告する。 

（6）研究に用いる試料及び情報の管理状況 

研究責任者は、人体から取得された試料及び情報等の保管について、13に従って必要な管理を行い、管理状況につい

て病院長に報告する。 

（7）研究結果の公表と報告 

研究の結果は研究責任者が研究を終了後に事業報告として公表する。 

研究責任者は、結果について最終の公表を行ったときは、遅滞なく病院長へ報告する。また、最終の公表を行ったとして

報告した後に、研究結果を公表することとなった場合は、速やかにその旨を病院長に報告する。 

 

16．研究成果の帰属 

本研究で得られた知的財産権の帰属先は本研究グループとする。 

 

17.モニタリング、監査の実施体制、実施手順 

特に規定しない 

 

18．研究組織 

（○：研究責任者） 

（氏名）   （所属機関）       （診療科）        （職名）      （連絡先） 

○後藤拓朗 三豊総合病院企業団 歯科保健センター 医長     0875-52-3366（内線 7167） 

 

19．参考文献 

 


